
月 火 水 木 金 土Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

ご入学おめでとうございます！

3 学 校 入 学 式
西小学校

伊江小学校 伊江中学校

伊江島広報

伊
江
島
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

タ
ッ
ち
ゅ
ん

4
［令和7年］

月号

2025

No.545

APRIL

伊
江
島
広
報

4
令和7年
2025

No.545

編集／伊江村役場　企画課　〒905-0592　伊江村字東江前38　TEL.0980-49-5812　印刷／有限会社 サン・エス

編集／伊江村役場企画課 
TEL.0980-49-5812
伊江島広報

www.iejima.org/category/bunya/gyosei/kohoshiHP

Okinawa 
Ie Village

3月の雨量
伊江村 【設置場所】ハイビスカス園：113.5mm／伊江島空港：113.5mm／西崎公民館：117.0mm

【備　　考】最高雨量3月14日 37mm（場所：西崎公民館）
【設置場所】ハイビスカス園：195.0mm／伊江島空港：189.5mm／西崎公民館：146.5m
【備　　考】最高雨量3月31日 64.0mm（場所：伊江島空港）昨年実績

日 Sunday

 1 旧4/4
先勝 2 旧4/5

友引 3 旧4/6
先負

4 旧4/7
仏滅 5 旧4/8

大安 6 旧4/9
赤口 7 旧4/10

先勝 8 旧4/11
友引 9 旧4/12

先負 10 旧4/13
仏滅

11 旧4/14
大安 12 旧4/15

赤口 13 旧4/16
先勝 14 旧4/17

友引 15 旧4/18
先負 16 旧4/19

仏滅 17 旧4/20
大安

18 旧4/21
赤口 19 旧4/22

先勝 20 旧4/23
友引 21 旧4/24

先負 22 旧4/25
仏滅 23 旧4/26

大安 24 旧4/27
赤口

25 旧4/28
先勝 26 旧4/29

友引 27 旧5/1
大安 28 旧5/2

赤口 29 旧5/3
先勝 30 旧5/4

友引 31 旧5/5
先負

・固定資産税発布

・こころの健康相談
・西崎ミニデイ

・東江上ミニデイ

・東江前ミニデイ ・家庭教育講演会
  (学推・村P蓮)
・阿良ミニデイ

・川平ミニデイ

・乳幼児健診① ・農業委員会総会 ・心配ごと相談 ・ごみゼロ
 クリーン作戦

・海神祭(旧5/4) ・地区中体連１日目

・西江上ミニデイ ・伊江村子牛共進会
・真謝ミニデイ

・第30回チャリティー
 なつメロ夕べ

・親子ふれあい
・西江前ミニデイ

・第３２回
  やんばる駅伝
  競走伊江島大会

憲法記念日

みどりの日 こどもの日 振替休日

2025 5［令和7年］ 月 いえじま むらのカレンダー 各種イベント・相談等は中止または延期に
なる場合がありますので、ご了承ください。
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よ
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し
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　敬
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よ
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ル
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令和7年度 施政方針（前半）  P2～6今月のTOPICS

村の世帯数と人口 男性：2,168(-35)人  女性：2,014(-33)人  世帯数：2,224(-35)人  総人口：4,182(-68)人（令和7年4月1日現在）

・伊江島蒸留所がリニューアル！/ 令和 6 年度 歯の健康優良賞
・伊江村葉タバコ振興会女性部が奉仕作業 / 臨任される先生方を見送り
  久高医師２年間の診療所勤務、お疲れさまでした
・新任教職員研修会の開催 /第 6５回 職域野球大会
  第 32 回やんばる駅伝競走大会が伊江島で開催されます！！
・教育長就任の挨拶 / 新人さん紹介
・令和 7 年度 伊江村役場職員人事異動 / 役場退職者見送式
・伊江村ちゅら島づくり応援寄附
・今年は戦後 80 年 伊江村の取組み

P7
P8

P9

P10
P11
P12
P13

・・・・・・・・・・・
・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・新パスポート開始 / 戸籍に氏名の振り仮名が記載されます
・令和 7 年度より　学校給食費無償化！
  軽自動車税の納め忘れはありませんか？
・ゆり祭り・GW期間 運航時刻表
  不法投棄やゴミのポイ捨ては法律違反です！
  飼い主のモラルとマナー / 伊江・川平駐在からのお願い
・第28回ゆり祭り
・タッちゅん１０歳の誕生日 /御寄附御礼/5月行事予定

P14
P15

P16

P17
P18

・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

希望に満ちた
新しいスタートちゅん！

伊江村のイメージキャラクターとして２０１５年
４月１日に生まれて、１０歳になったチュン。
村長と副村長にお祝いしてもらいました。
これからも、伊江島の為に頑張るチュン！！

10歳になったチュン！！ 

これからもよろしくね！

伊江島広報
イーハッチャー
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施
政
方
針
（
前
半
）

施政方針（前半）

令
和
7
年
度

　
令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

1

基
本
的
な
考
え
方

2

主
要
施
策
に
つ
い
て

3
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施
政
方
針
（
前
半
）

施政方針（前半）

令
和
7
年
度

　
令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

1

基
本
的
な
考
え
方

2

主
要
施
策
に
つ
い
て

3
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令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

施政方針（前半）

教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

施政方針（前半）

教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

施政方針（前半）
教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

令
和
7
年
度
施
政
方
針
主
要
施
策

の
後
半
は
左
記
の
通
り
で
あ
り
、

イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
5
月
号
に
分

け
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

３
．主
要
施
策
に
つ
い
て

４
．県
営
事
業
に
つ
い
て

５
．予
算
概
要
に
つ
い
て

６
．終
わ
り
に

（
４
）住
民
福
祉
の
向
上
と
保

険
制
度
に
つ
い
て

（
５
）医
療
の
確
保
と
保
健
の

充
実
に
つ
い
て

（
６
）自
然
保
護
と
生
活
環
境

整
備
に
つ
い
て

（
７
）道
路・住
宅
等
の
住
環
境

整
備
に
つ
い
て

（
８
）移
住・定
住
施
策
の
推
進

に
つ
い
て

（
９
）防
災
行
政
に
つ
い
て

（
10
）公
営
企
業
等
の
充
実
に

つ
い
て

（
11
）デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ

Ｘ
）の
推
進
に
つ
い
て

（
12
）基
地
行
政
に
つ
い
て

伊江村では、歯の健康づくりの啓発活動の一環として毎年表彰を行っています。対象は、
１２年間（小学６年生）・１５年間（中学３年生）歯科処置がなく、むし歯ゼロの方です。
令和６年度は、伊江中学校３年生の藏下諒さん

（父：藏下利樹）が15ヵ年むし歯ゼロ賞を受賞
しました。お口の健康を保つことは、全身の健康
を保つとともに豊かな人生を送るための基本と
なります。年齢を重ねても楽しく食事が出来る
ことを目指して、一人でも多くの方が自分の歯
を大切してほしいと思います。
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伊江島蒸留所がリニューアル！
沖縄北部連携促進特別振興事業において、令和４年10月から工事が進められた伊江島蒸留施設機能
拡充事業がこのほど完了し、３月21日に村内の団体長や関係者を集めてお披露目会を開催いたしまし
た。総工費約３億８千万円をかけ、蒸留機１機、仕込みタンク３基、貯蔵タンク３基、木製樽50個をはじめ、
瓶詰めなどの充填ラインの更新や見学スペースの拡充を図り、約２倍の生産体制を整えることが可能と
なりました。
現在では、県内をはじめ日本全国及び海外のイギリスやフランスにも出荷されることから、伊江島の
名が世界に広がることが期待されます。
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名が世界に広がることが期待されます。

新しくなった伊江島蒸留所

中央のモニターで製造工程を紹介

大人数が入れる広々とした見学スペース

全自動の充填機新しい蒸留機

約２倍の生産体制に

歯の健康優良賞
☆15 年間良い歯で賞☆

令和6年度

受賞おめでとうございます

67 伊江島広報
イーハッチャー
伊江島広報
イーハッチャー

伊江島広報
イーハッチャー
伊江島広報
イーハッチャー



　
令
和
７
年
伊
江
村
議
会
３

月
定
例
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
議
員

各
位
に
は
日
頃
か
ら
の
ご
研

鑽
と
ご
活
躍
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
夏
の
平
均
気
温
が

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高

か
っ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
を
観
測

す
る
な
ど
異
常
気
象
に
振
り

回
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
11
月
の
大
雨
は
本

島
北
部
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
は
、
新
年
度
の

村
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま

す
令
和
７
年
度
予
算
（
案
）

を
は
じ
め
多
く
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
が
、
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営

の
基
本
姿
勢
や
主
要
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

伊
江
島
の
戦
闘
は
沖
縄
戦

の
典
型
的
な
事
例
と
さ
れ
、

「
沖
縄
戦
の
縮
図
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
悲

惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
の
年
月
が
流
れ
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

伊
江
村
の
繁
栄
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
達
に
尊
崇
の

念
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
日
の
基
盤
を
糧
に
未
来

に
向
け
本
村
の
更
な
る
飛

躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁

進
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
実
相
・

教
訓
を
次
世
代
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
戦
後
80
年
平

和
祈
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
今
の
社
会
、
経

済
情
勢
は
、
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
円
安
、
物
価
高
を

背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
は
、
村
民

の
家
計
及
び
事
業
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま

え
、
令
和
７
年
度
も
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
物

価
高
騰
に
よ
る
支
援
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
各
施
策

の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
国
・

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

産
業
振
興
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
教
育
文
化
の
振
興
並
び

に
生
活
環
境
の
保
全
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
村

の
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
た

伊
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
の
裏
付
け
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
71
億
4
0
0
万
円
に
加

え
、特
別
会
計
と
あ
わ
せ
、
96

億
円
超
の
予
算
規
模
を
職
員

と
と
も
に
適
正
か
つ
迅
速
に
執

行
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
前
年
比
７
億
7
0
8

万
６
千
円（
1.
0
8
％
）増
）

　
役
場
庁
舎
は
、
村
民
に

と
っ
て
生
活
を
支
え
る
村
政

全
般
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て

被
害
状
況
等
の
情
報
収
集
、

避
難
者
へ
の
対
応
な
ど
防
災

拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
基
本
構
想
を
基

に
、
現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

な
ど
新
庁
舎
等
複
合
施
設
の

必
要
性
や
備
え
る
べ
き
機
能

な
ど
、
今
後
の
整
備
方
針
や

諸
条
件
を
整
理
し
配
置
や
規

模
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
新
庁
舎
等
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
江
島
空
港
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
北
部

で
夏
に
予
定
さ
れ
る
大
型

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ

リ
ア
」
の
開
業
を
控
え
、
北

部
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

空
港
の
活
用
に
向
け
た
提
案

や
助
言
等
を
多
方
面
よ
り
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
部
振
興
の
み
な
ら
ず
、

沖
縄
全
体
に
と
っ
て
訪
問
客

の
受
入
機
能
強
化
が
見
込
ま

れ
る
と
の
期
待
か
ら
、
今
後

も
村
民
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、

沖
縄
県
に
対
し
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
村
の
観
光
振
興
及

び
地
域
振
興
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
村

の
将
来
像
で
あ
る
「
自
然

豊
か
な
環
境
で
誇
り
を

持
っ
て
、
み
ん
な
が
協
働
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
」
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
、
村
民

の
豊
か
さ
と
幸
福
の
実
現

を
目
指
し
、
村
の
伸
長
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

職
員
と
と
も
に
「
融
和
」「
協

調
」「
躍
進
」
の
も
と
、
行

政
運
営
に
努
め
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
伊
江
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
増
大
す
る
義
務
的
経

費
に
よ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
む
中
、
物
価
高
騰

や
維
持
管
理
費
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、「
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
財
源

の
確
保
並
び
に
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
か
ら
、
料
金

の
公
平
性
、
最
適
化
を
図
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続

可
能
な
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
お
い

て
、
重
要
な
「
ち
ゅ
ら
島
づ

く
り
応
援
寄
附
金
」
は
、
返

礼
品
の
充
実
・
強
化
等
を
含

め
た
新
た
な
戦
略
を
新
規
仲

介
事
業
者
と
の
協
議
を
重
ね

て
立
案
し
、
寄
附
の
増
加
及

び
村
内
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

も
、
郷
友
会
や
関
係
す
る
企

業
等
へ
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
丁
寧
な
説
明
を

行
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
継
続
的

な
寄
付
に
つ
な
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
つ
つ
、
義
務
的
経
費

を
抑
え
、
投
資
的
経
費
に
振

り
向
け
る
な
ど
、「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
図

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
本

旨
を
基
本
に
、
各
分
野
で
主

要
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
1
）農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
を
始
め
、

様
々
な
物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
、
農
家
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
の
農
業
生
産
額
は
約
31

億
9,
3
6
6
万
円
と
令
和
４

年
度
よ
り
3
億
4,
9
4
2
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

様
々
な
支
援
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
農
業
、
農

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

が
重
要
視
さ
れ
る
中
で
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
に
取
り
組
む
担
い

手
の
確
保
育
成
を
図
る
べ

く
、
畑
人
（
ハ
ル
サ
ー
）

資
金
支
援
事
業
（
旧
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
）

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
た
、
今
後
10
年

間
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
「
地
域
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
お
け

る
課
題
解
消
に
向
け
、
農
地

の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し

農
地
の
集
約
化
等
を
推
進
し

ま
す
。

　
島
ら
っ
き
ょ
う
等
の
拠
点

産
地
認
定
作
物
等
に
求
め
ら

れ
る
「
定
時・定
量・定
品
質
」

の
出
荷
体
制
に
必
要
な
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
沖
縄
離
島

活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金

を
活
用
し
令
和
７
年
度
は
実

施
設
計
を
行
い
、
安
定
的
な

出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
更
に
は
、
村
内
農
業
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
農
薬
購
入
費
補
助
」「
肥
料

購
入
費
補
助
」「
出
荷
箱
購

入
費
補
助
」
３
点
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
導
入
し

た
堆
肥
散
布
車
両
等
を
効
率

的
に
運
用
し
、
堆
肥
の
回
収

量
及
び
生
産
量
の
向
上
を
図

り
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
循
環
型
農
業
の
推
進
と
経

営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
／
６
年
期

の
製
糖
か
ら
黒
糖
工
場
の
主

　
要
設
備
が
ス
テ
ン
レ
ス
化

さ
れ
、
黒
糖
製
品
出
来
高
に

つ
い
て
重
量
、
歩
留
ま
り
共

に
前
期
の
実
績
を
上
回
り
黒

糖
製
品
の
高
品
質
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
さ

と
う
き
び
生
産
組
合
及
び
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
持

続
的
・
安
定
的
な
生
産
振
興

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
水
あ
り
農
業
」
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
推
進
し
な

が
ら
、
完
了
地
区
か
ら
順

次
安
定
し
た
農
業
用
水
を

供
給
し
、
農
業
生
産
の
向

上
と
農
業
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
伊
江
土
地
改
良

区
と
連
携
し
、
農
業
用
水

の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
台
風
等
の

強
風
及
び
豪
雨
に
よ
る
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
、
農

地
保
全
整
備
事
業
等
を
推

進
し
、
溜
池
・
海
岸
へ
の

赤
土
流
出
を
抑
え
環
境
保

全
に
努
め
ま
す
。

　
畜
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
円
安
や
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
原
価
の
上
昇
、
更
に

は
牛
肉
消
費
の
低
迷
な
ど
、

農
家
に
と
っ
て
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
の
肉
用
牛
繁
殖
生

産
部
門
の
販
売
総
額
が
、
令

和
４
年
度
比
で
81
％
と
約
２

億
７
百
万
円
の
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

国
の
補
正
に
よ
る
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
県
が

補
助
を
行
う
配
合
飼
料
価
格

の
実
質
上
昇
額
の
残
り
の
農

家
負
担
額
に
つ
い
て
、
伊
江

村
肉
用
牛
飼
料
価
格
差
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
令
和
５

年
度
に
設
立
さ
れ
た
「
ぐ
す

く
山
羊
生
産
組
合
」
に
対
し
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
家

畜
山
羊
運
搬
車
両
購
入
、
優

良
繁
殖
素
山
羊
導
入
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
後
の
国
県
の
補
助
金

や
飼
料
価
格
の
動
向
等
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
お
き
な
わ
へ
の
指
定

管
理
の
も
と
供
用
開
始
さ
れ

た
畜
産
総
合
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
で
実

施
し
て
い
る
「
預
託
制
度
」

と
連
携
し
た
優
良
繁
殖
雌
牛

の
導
入
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
更
に
は
併
行
し

て
伊
江
島
産
和
牛
枝
肉
の
ブ

ラ
ン
ド
化
及
び
供
給
体
制
構

築
に
取
り
組
む
肥
育
牛
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
９
月

か
ら
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
格
付
け

で
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、「
伊

江
島
牛
」
の
登
録
商
標
の
完

了
を
令
和
７
年
５
月
頃
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
生
産
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
に
歯
止
め

を
か
け
持
続
的
な
畜
産
経
営

に
資
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
べ
く
実
施
し
て
い
る
農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
安
定
的

な
予
算
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
、
供
用
開
始

に
向
け
た
終
末
処
理
施
設
の

整
備
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
城
山

の
保
育
事
業
や
デ
イ
ゴ
ヒ
メ

コ
バ
チ
保
全
防
除
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
村
植
樹

祭
等
を
通
し
て
緑
化
推
進
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
で
は
、
調
整
交
付
金

の
基
金
事
業
を
活
用
し
た
漁

船
購
入
の
補
助
や
エ
ン
ジ
ン
、

航
行
機
器
等
の
更
新
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
更

に
は
、
同
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
７
年
度
新
規
事
業
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
い
具
志

漁
港
冷
凍
・
冷
蔵
庫
３
基
を

令
和
７
年
度
よ
り
順
次
更
新

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
を
活
用
し
た
、

具
志
漁
港
内
の
東
船
揚
場
等

の
改
修
工
事
と
調
整
交
付
金

に
よ
る
製
氷
前
岸
壁
の
防
舷

材
等
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
漁
業

者
が
安
全
・
安
心
に
漁
業
生

産
活
動
が
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
伊
江
漁
協
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

（
２
）商
工
観
光
業
の
振
興
に

つ
い
て

　
本
村
の
観
光
客
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の

「
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
や
「
伊
江
島
ゆ
り
祭
り
」

の
ほ
か
、
今
年
は
映
画
「
か

な
さ
ん
ど
ー
」
や
「
木
の
上

の
軍
隊
」
の
全
国
公
開
に
よ

り
、
ロ
ケ
地
を
巡
る
観
光
客

の
来
島
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
撮
影
地
ま
で
の
誘
導

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

村
内
に
案
内
表
示
板
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
観
光
地
や
目

的
地
ま
で
を
表
示
し
た
誘
導

案
内
板
を
村
内
約
40
ヵ
所
程

度
に
設
置
し
て
来
島
し
た
観

光
客
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
花
が
少
な
い

時
期
に
暑
さ
に
強
い
花
々
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
植
え
ら
れ
る

か
を
検
討
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
と
し
て
村
民
と
協

力
し
な
が
ら
観
光
資
源
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
の

整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
安
全

に
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ゆ
り
祭
り
会
場

の
世
界
の
ゆ
り
が
鑑
賞
で
き

る
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」

が
７
月
25
日
に
開
業
す
る
こ

と
が
報
道
等
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
北
部
地
域
の

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
振

興
組
織
（
や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

が
令
和
７
年
度
中
の
設
立
に

向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
北
部

地
域
及
び
本
村
へ
の
観
光
誘

客
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振
興
や
地
域

経
済
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
内
初
と
な
る

本
村
と
那
覇
市
の
久
茂
地
都

市
開
発
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ
内
の
施
設
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
本
村

の
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
販
売
な

ど
緊
密
な
相
互
連
携
や
協
働

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
工
業
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
地
場
産
業
と
し
て
、

地
域
活
性
化
や
雇
用
の
場
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。
伊
江
村
商
工
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
迎
え
、
村

内
事
業
所
の
経
営
を
支
え
、

と
も
に
成
長
を
促
進
す
る
た

め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）教
育
文
化
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
は
、「
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
地
域

で
学
び
あ
う
村
」
を
基
本
理

念
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

施政方針（前半）
教
育
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
連
携
し
て
、「
島
建
ち
の

教
育
」
に
取
り
組
み
、
15
歳

で
島
を
巣
立
つ
子
ど
も
た

ち
が
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
み

な
が
ら
、
郷
土
愛
の
心
を
醸

成
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
す

る
施
策
と
し
て
、
沖
縄
県
地

域
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
第
２

期
学
習
用
端
末
の
共
同
調
達

を
実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
個
別
最
適
な
学

び
」
へ
の
対
応
に
向
け
た
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
学
習
支
援
で
は
、
引
き
続

き
小
学
校
に
学
習
支
援
教
諭
、

中
学
校
に
非
常
勤
講
師
を
配

置
す
る
と
と
も
に
小
中
学
校

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
１
名
ず
つ
を
配
置
し
、

主
要
科
目
や
英
語
教
育
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
検
定
補
助
や

塾
料
補
助
に
よ
る
「
確
か
な

学
力
」
の
定
着
へ
の
支
援
や

就
業
意
識
向
上
支
援
事
業
、

国
際
交
流
な
ど
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
修
学
支
援
で
は
、
離
島
高

校
生
修
学
支
援
事
業
や
村
人

材
育
成
会
に
よ
る
奨
学
資
金

貸
与
事
業
に
よ
る
学
び
の
支

援
に
加
え
、
新
た
に
内
閣
府

の
小
規
模
離
島
向
け
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
進

学
準
備
支
援
事
業
、
及
び
交

通
費
負
担
軽
減
事
業
等
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
常
に
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
た
め
に
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
等
の
提
供
や

地
産
地
消
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

食
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補

助
を
活
用
し
な
が
ら
、
幼
稚

園
か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
会
、
婦
人
会
な
ど

各
団
体
が
時
代
の
変
化
に
即

し
た
活
動
を
行
え
る
よ
う
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
学
習
機

会
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、

民
俗
芸
能
発
表
会
の
開
催
や

村
文
化
協
会
な
ど
の
団
体
を

支
援
し
て
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
村
民
と
と
も

に
文
化
・
芸
能
の
振
興
・
発

展
の
た
め
に
持
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
検
討
会
議
に
て
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
企
画
展
を
開

催
し
、
本
村
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
総
合
運
動

公
園
施
設
に
て
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

空
手
、水
泳
等
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
利
用
促
進
を
図
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
実
現

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

令
和
7
年
度
施
政
方
針
主
要
施
策

の
後
半
は
左
記
の
通
り
で
あ
り
、

イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
5
月
号
に
分

け
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

３
．主
要
施
策
に
つ
い
て

４
．県
営
事
業
に
つ
い
て

５
．予
算
概
要
に
つ
い
て

６
．終
わ
り
に

（
４
）住
民
福
祉
の
向
上
と
保

険
制
度
に
つ
い
て

（
５
）医
療
の
確
保
と
保
健
の

充
実
に
つ
い
て

（
６
）自
然
保
護
と
生
活
環
境

整
備
に
つ
い
て

（
７
）道
路・住
宅
等
の
住
環
境

整
備
に
つ
い
て

（
８
）移
住・定
住
施
策
の
推
進

に
つ
い
て

（
９
）防
災
行
政
に
つ
い
て

（
10
）公
営
企
業
等
の
充
実
に

つ
い
て

（
11
）デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ

Ｘ
）の
推
進
に
つ
い
て

（
12
）基
地
行
政
に
つ
い
て

伊江村では、歯の健康づくりの啓発活動の一環として毎年表彰を行っています。対象は、
１２年間（小学６年生）・１５年間（中学３年生）歯科処置がなく、むし歯ゼロの方です。
令和６年度は、伊江中学校３年生の藏下諒さん

（父：藏下利樹）が15ヵ年むし歯ゼロ賞を受賞
しました。お口の健康を保つことは、全身の健康
を保つとともに豊かな人生を送るための基本と
なります。年齢を重ねても楽しく食事が出来る
ことを目指して、一人でも多くの方が自分の歯
を大切してほしいと思います。

伊江村では、歯の健康づくりの啓発活動の一環として毎年表彰を行っています。対象は、
１２年間（小学６年生）・１５年間（中学３年生）歯科処置がなく、むし歯ゼロの方です。
令和６年度は、伊江中学校３年生の藏下諒さん

（父：藏下利樹）が15ヵ年むし歯ゼロ賞を受賞
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なります。年齢を重ねても楽しく食事が出来る
ことを目指して、一人でも多くの方が自分の歯
を大切してほしいと思います。

伊江島蒸留所がリニューアル！
沖縄北部連携促進特別振興事業において、令和４年10月から工事が進められた伊江島蒸留施設機能
拡充事業がこのほど完了し、３月21日に村内の団体長や関係者を集めてお披露目会を開催いたしまし
た。総工費約３億８千万円をかけ、蒸留機１機、仕込みタンク３基、貯蔵タンク３基、木製樽50個をはじめ、
瓶詰めなどの充填ラインの更新や見学スペースの拡充を図り、約２倍の生産体制を整えることが可能と
なりました。
現在では、県内をはじめ日本全国及び海外のイギリスやフランスにも出荷されることから、伊江島の
名が世界に広がることが期待されます。

沖縄北部連携促進特別振興事業において、令和４年10月から工事が進められた伊江島蒸留施設機能
拡充事業がこのほど完了し、３月21日に村内の団体長や関係者を集めてお披露目会を開催いたしまし
た。総工費約３億８千万円をかけ、蒸留機１機、仕込みタンク３基、貯蔵タンク３基、木製樽50個をはじめ、
瓶詰めなどの充填ラインの更新や見学スペースの拡充を図り、約２倍の生産体制を整えることが可能と
なりました。
現在では、県内をはじめ日本全国及び海外のイギリスやフランスにも出荷されることから、伊江島の
名が世界に広がることが期待されます。

新しくなった伊江島蒸留所

中央のモニターで製造工程を紹介

大人数が入れる広々とした見学スペース

全自動の充填機新しい蒸留機

約２倍の生産体制に

歯の健康優良賞
☆15 年間良い歯で賞☆

令和6年度

受賞おめでとうございます
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伊江村葉タバコ振興会女性部（知念淳子部長）の会員23人は、奉仕活動の一環として３月11日に村
内の観光地のトイレの清掃を行いました。
葉タバコの作業をする際に、作業員も観光地のトイレを利用しており、村民や観光客にもきれいに使っても

らおうと、ミースィ公園や千人ガマ、伊江村野球場東側のトイレなど５カ所を清掃しました。
知念部長は「農作業中に泥でトイレを汚してしまうことがあった。誰でもきれいに使用できるよう今後

も奉仕活動を行っていきたい」と話しました。
「協働によるむらづくり」にご協力いただき、大変ありがとうございました。
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も奉仕活動を行っていきたい」と話しました。
「協働によるむらづくり」にご協力いただき、大変ありがとうございました。

久高将太医師は、令和５年度から村医師として診療所に勤務され、
令和７年３月末で退職となりました。
久高医師は、「２年間と短い期間でしたが、阿部所長や診療所ス

タッフのもとで、内科医として村民に寄り添う診療に従事し、地域医
療の大切さや大変さを学ぶことができ感謝します。令和７年度から
は、琉球大学病院で勤務しながら、月１回は村立診療所で診察を行う
予定ですので、今後ともよろしくお願いします。」と述べました。
村立診療所は、令和７年４月から阿部所長と天野医師の常勤医師２名と代診医師の派遣の診療体制

で、外来診療や透析治療、救急患者の対応など村民の健康と生命を守る医療を提供していきます。
村民皆様におかれましては、『自分の健康は自分で守る』の意識を持ち、個人や家族、職場や地域など

で、食事の改善や運動の実践など、『健康で元気な伊江村づくり』に取り組みましょう。
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令和７年３月末で退職となりました。
久高医師は、「２年間と短い期間でしたが、阿部所長や診療所ス

タッフのもとで、内科医として村民に寄り添う診療に従事し、地域医
療の大切さや大変さを学ぶことができ感謝します。令和７年度から
は、琉球大学病院で勤務しながら、月１回は村立診療所で診察を行う
予定ですので、今後ともよろしくお願いします。」と述べました。
村立診療所は、令和７年４月から阿部所長と天野医師の常勤医師２名と代診医師の派遣の診療体制

で、外来診療や透析治療、救急患者の対応など村民の健康と生命を守る医療を提供していきます。
村民皆様におかれましては、『自分の健康は自分で守る』の意識を持ち、個人や家族、職場や地域など

で、食事の改善や運動の実践など、『健康で元気な伊江村づくり』に取り組みましょう。

久高 医師２年間の診療所勤務、お疲れさまでした

伊江村葉タバコ振興会女性部が奉仕作業
～ 観光地のトイレを清掃 ～

村内の3小中学校を離任し、本島内の学校へ赴任する先生方が3月27日、新天地に向け島を後にしま
した。伊江港には離任する先生方やその家族らを見送るため、児童生徒はじめ、保護者や地域の関係者
が大勢かけつけ、お菓子のレイや記念品を手渡し、涙を流しながら別れを惜しんでいました。
午後１時の定期フェリーが岸壁から離れると、港内には汽笛が鳴り響き、児童生徒たちは「先生方ありが

とう」「いってらっしゃーい！！」などの横断幕を持ち、フェリーが見えなくなるまで手を振り続けていました。

村内の3小中学校を離任し、本島内の学校へ赴任する先生方が3月27日、新天地に向け島を後にしま
した。伊江港には離任する先生方やその家族らを見送るため、児童生徒はじめ、保護者や地域の関係者
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臨任される先生方を見送りました

7年ぶりとなる伊江島大会には、北部12市町村と与論町からの総勢15チームが参加します。大会コース
は島を約2周する特別ルートの全9区間で構成されており、城山を中心に自然豊かな地を駆け抜ける熱い
レースが期待されます。コースや選手名簿等についての詳細は後日、各家庭へチラシを配布いたします。
住民の温かい声援で、伊江島チームを含む各市町村ランナーを激励しましょう。

7年ぶりとなる伊江島大会には、北部12市町村と与論町からの総勢15チームが参加します。大会コース
は島を約2周する特別ルートの全9区間で構成されており、城山を中心に自然豊かな地を駆け抜ける熱い
レースが期待されます。コースや選手名簿等についての詳細は後日、各家庭へチラシを配布いたします。
住民の温かい声援で、伊江島チームを含む各市町村ランナーを激励しましょう。

第32回やんばる駅伝競走大会が伊江島で開催されます!!

第6５回職域野球大会（村体育協会主催）が４月６日（日）に伊江村野球場・伊江中学校グ
ラウンドで開催されました。
本大会には村内の各職場10チームが出場し、決勝では２連覇を狙う役場Ａと久しぶりの
優勝を狙うたばこ青年部の対決となりました。役場Ａが１回に３点先制し、２回に３点、３回に
４点と突き放し、10対０で勝利し優勝を果たしました。

第6５回職域野球大会（村体育協会主催）が４月６日（日）に伊江村野球場・伊江中学校グ
ラウンドで開催されました。
本大会には村内の各職場10チームが出場し、決勝では２連覇を狙う役場Ａと久しぶりの
優勝を狙うたばこ青年部の対決となりました。役場Ａが１回に３点先制し、２回に３点、３回に
４点と突き放し、10対０で勝利し優勝を果たしました。

第6５回 職域野球大会

3/27
木曜日

４月３日木曜日、新年度から
校内３学校に赴任する教職員
に対し、改善センターホールに
て、新任教職員研修会が行わ
れました。学習支援教諭も含め
伊江小学校５名、西小学校７
名、伊江中学校９名の先生方が
「島建ちの教育」の他、島での
生活やスポーツ少年団の取組
について、研修を受けました。

４月３日木曜日、新年度から
校内３学校に赴任する教職員
に対し、改善センターホールに
て、新任教職員研修会が行わ
れました。学習支援教諭も含め
伊江小学校５名、西小学校７
名、伊江中学校９名の先生方が
「島建ちの教育」の他、島での
生活やスポーツ少年団の取組
について、研修を受けました。

新任教職員研修会の開催 4/3
木曜日

4/6
日曜日

3/11
火曜日

伊江村立診療所・医療保健課だより

5/17（土）に
開催！

【最優秀賞】上間雄成（役場Ａ）　　【優 秀 賞】蔵下達希（たばこ青年）
【打 撃 賞】１位/大城亮（役場Ａ）　２位/前田誠也（公貨Ａ）

個人賞は次の通りです
優勝 役場Aチーム 個人賞受賞者

※写真は前回大会の写真です。

阿部所長と久高医師
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伊江村葉タバコ振興会女性部（知念淳子部長）の会員23人は、奉仕活動の一環として３月11日に村
内の観光地のトイレの清掃を行いました。
葉タバコの作業をする際に、作業員も観光地のトイレを利用しており、村民や観光客にもきれいに使っても

らおうと、ミースィ公園や千人ガマ、伊江村野球場東側のトイレなど５カ所を清掃しました。
知念部長は「農作業中に泥でトイレを汚してしまうことがあった。誰でもきれいに使用できるよう今後

も奉仕活動を行っていきたい」と話しました。
「協働によるむらづくり」にご協力いただき、大変ありがとうございました。

伊江村葉タバコ振興会女性部（知念淳子部長）の会員23人は、奉仕活動の一環として３月11日に村
内の観光地のトイレの清掃を行いました。
葉タバコの作業をする際に、作業員も観光地のトイレを利用しており、村民や観光客にもきれいに使っても

らおうと、ミースィ公園や千人ガマ、伊江村野球場東側のトイレなど５カ所を清掃しました。
知念部長は「農作業中に泥でトイレを汚してしまうことがあった。誰でもきれいに使用できるよう今後

も奉仕活動を行っていきたい」と話しました。
「協働によるむらづくり」にご協力いただき、大変ありがとうございました。

久高将太医師は、令和５年度から村医師として診療所に勤務され、
令和７年３月末で退職となりました。
久高医師は、「２年間と短い期間でしたが、阿部所長や診療所ス

タッフのもとで、内科医として村民に寄り添う診療に従事し、地域医
療の大切さや大変さを学ぶことができ感謝します。令和７年度から
は、琉球大学病院で勤務しながら、月１回は村立診療所で診察を行う
予定ですので、今後ともよろしくお願いします。」と述べました。
村立診療所は、令和７年４月から阿部所長と天野医師の常勤医師２名と代診医師の派遣の診療体制

で、外来診療や透析治療、救急患者の対応など村民の健康と生命を守る医療を提供していきます。
村民皆様におかれましては、『自分の健康は自分で守る』の意識を持ち、個人や家族、職場や地域など

で、食事の改善や運動の実践など、『健康で元気な伊江村づくり』に取り組みましょう。

久高将太医師は、令和５年度から村医師として診療所に勤務され、
令和７年３月末で退職となりました。
久高医師は、「２年間と短い期間でしたが、阿部所長や診療所ス

タッフのもとで、内科医として村民に寄り添う診療に従事し、地域医
療の大切さや大変さを学ぶことができ感謝します。令和７年度から
は、琉球大学病院で勤務しながら、月１回は村立診療所で診察を行う
予定ですので、今後ともよろしくお願いします。」と述べました。
村立診療所は、令和７年４月から阿部所長と天野医師の常勤医師２名と代診医師の派遣の診療体制

で、外来診療や透析治療、救急患者の対応など村民の健康と生命を守る医療を提供していきます。
村民皆様におかれましては、『自分の健康は自分で守る』の意識を持ち、個人や家族、職場や地域など

で、食事の改善や運動の実践など、『健康で元気な伊江村づくり』に取り組みましょう。

久高 医師２年間の診療所勤務、お疲れさまでした

伊江村葉タバコ振興会女性部が奉仕作業
～ 観光地のトイレを清掃 ～

村内の3小中学校を離任し、本島内の学校へ赴任する先生方が3月27日、新天地に向け島を後にしま
した。伊江港には離任する先生方やその家族らを見送るため、児童生徒はじめ、保護者や地域の関係者
が大勢かけつけ、お菓子のレイや記念品を手渡し、涙を流しながら別れを惜しんでいました。
午後１時の定期フェリーが岸壁から離れると、港内には汽笛が鳴り響き、児童生徒たちは「先生方ありが

とう」「いってらっしゃーい！！」などの横断幕を持ち、フェリーが見えなくなるまで手を振り続けていました。

村内の3小中学校を離任し、本島内の学校へ赴任する先生方が3月27日、新天地に向け島を後にしま
した。伊江港には離任する先生方やその家族らを見送るため、児童生徒はじめ、保護者や地域の関係者
が大勢かけつけ、お菓子のレイや記念品を手渡し、涙を流しながら別れを惜しんでいました。
午後１時の定期フェリーが岸壁から離れると、港内には汽笛が鳴り響き、児童生徒たちは「先生方ありが

とう」「いってらっしゃーい！！」などの横断幕を持ち、フェリーが見えなくなるまで手を振り続けていました。

臨任される先生方を見送りました

7年ぶりとなる伊江島大会には、北部12市町村と与論町からの総勢15チームが参加します。大会コース
は島を約2周する特別ルートの全9区間で構成されており、城山を中心に自然豊かな地を駆け抜ける熱い
レースが期待されます。コースや選手名簿等についての詳細は後日、各家庭へチラシを配布いたします。
住民の温かい声援で、伊江島チームを含む各市町村ランナーを激励しましょう。

7年ぶりとなる伊江島大会には、北部12市町村と与論町からの総勢15チームが参加します。大会コース
は島を約2周する特別ルートの全9区間で構成されており、城山を中心に自然豊かな地を駆け抜ける熱い
レースが期待されます。コースや選手名簿等についての詳細は後日、各家庭へチラシを配布いたします。
住民の温かい声援で、伊江島チームを含む各市町村ランナーを激励しましょう。

第32回やんばる駅伝競走大会が伊江島で開催されます!!

第6５回職域野球大会（村体育協会主催）が４月６日（日）に伊江村野球場・伊江中学校グ
ラウンドで開催されました。
本大会には村内の各職場10チームが出場し、決勝では２連覇を狙う役場Ａと久しぶりの
優勝を狙うたばこ青年部の対決となりました。役場Ａが１回に３点先制し、２回に３点、３回に
４点と突き放し、10対０で勝利し優勝を果たしました。

第6５回職域野球大会（村体育協会主催）が４月６日（日）に伊江村野球場・伊江中学校グ
ラウンドで開催されました。
本大会には村内の各職場10チームが出場し、決勝では２連覇を狙う役場Ａと久しぶりの
優勝を狙うたばこ青年部の対決となりました。役場Ａが１回に３点先制し、２回に３点、３回に
４点と突き放し、10対０で勝利し優勝を果たしました。

第6５回 職域野球大会

3/27
木曜日

４月３日木曜日、新年度から
校内３学校に赴任する教職員
に対し、改善センターホールに
て、新任教職員研修会が行わ
れました。学習支援教諭も含め
伊江小学校５名、西小学校７
名、伊江中学校９名の先生方が
「島建ちの教育」の他、島での
生活やスポーツ少年団の取組
について、研修を受けました。

４月３日木曜日、新年度から
校内３学校に赴任する教職員
に対し、改善センターホールに
て、新任教職員研修会が行わ
れました。学習支援教諭も含め
伊江小学校５名、西小学校７
名、伊江中学校９名の先生方が
「島建ちの教育」の他、島での
生活やスポーツ少年団の取組
について、研修を受けました。

新任教職員研修会の開催 4/3
木曜日

4/6
日曜日

3/11
火曜日

伊江村立診療所・医療保健課だより

5/17（土）に
開催！

【最優秀賞】上間雄成（役場Ａ）　　【優 秀 賞】蔵下達希（たばこ青年）
【打 撃 賞】１位/大城亮（役場Ａ）　２位/前田誠也（公貨Ａ）

個人賞は次の通りです
優勝 役場Aチーム 個人賞受賞者

※写真は前回大会の写真です。

阿部所長と久高医師
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やましろ　ゆうすけ うさみ　　 いつき くらした　　ゆうと

山城　結佑 宇佐美　樹 藏下　祐人
なとみ　　ゆうすけ

名冨　裕介

新人さん紹介
＊ New Face ＊

がんばります！

大城　亮

一般行政職
おおしろ　 りょう

【出身地】伊江村
昭和６３年生まれ
【趣味・特技】
スポーツ観戦

農林水産課への配属となりま
した。何事も勉強・チャレンジし
精一杯頑張りますので、よろしく
お願いします。

下地　日向子

一般行政職
しもじ　　　　ひなこ

【出身地】那覇市
平成２年生まれ
【趣味・特技】
映画鑑賞・読書

西小学校の図書室に配属となり
ました。伊江村のことを勉強しなが
ら、子どもたちの読書活動をサ
ポートできるように頑張りますの
で、どうぞよろしくお願い致します。

一般行政職
くぼた　　  ゆきひで

【出身地】うるま市
平成１７年生まれ
【趣味・特技】
ネットサーフィン・筋トレ

総務課に配属となりました。
これから伊江村の住民として、
一日でも早く新しい生活に慣れ
て、伊江村の力になりたいと思っ
ています。これからよろしくお願
いします。

一般行政職
ひが　　　らら

【出身地】沖縄市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】読書・書道

出納室に配属となりました。　
伊江村の為に、貢献できるように
精進いたします。まだ、分からな
い事も多くありますが、一生懸命
頑張りますのでよろしくお願い
いたします。

一般行政職
たなはら　　ゆうめ

【出身地】名護市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】音楽鑑賞

住民課に配属となりました。ま
だ慣れない部分が多いですが、
一つ一つ丁寧に頑張ります。伊
江村に貢献できるように精一杯
頑張りますのでよろしくお願い
いたします。

保育士 保育士

【出身地】那覇市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】読書

東保育所に配属にな
りました。伊江村の子ど
も達の笑顔を守れるよ
うに一生懸命頑張りま
すのでよろしくお願い
します。

西保育所に配属にな
りました。伊江島の子ど
もたちの成長のサポー
トをしていきます。よろ
しくお願いいたします。

フェリーの機関員と
して勤務しておりま
す。安全第一で頑張り
ます。

【出身地】豊見城市
平成１５年生まれ
【趣味・特技】釣り・ピアノ

海事職

【出身地】伊江村　川平区
平成６年生まれ
【趣味・特技】読書

久保田　幸秀

比嘉　彩良 棚原　優妃

仕事でもプライベー
トでも、村民の皆様と
良好な関係を築き、地
域と警察を繋ぐ橋渡し
役になれたらいいなと
思っております。
家族共々、よろしく
お願いします！！

駐　在

【出身地浦添市
平成４年生まれ
【趣味・特技】キャンプ

伊江村役場職員人事異動（令和 7年４月１日現在）
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令和 7年度

教育長就任の挨拶
令和７年４月３日、議会の同意を得て教育長を拝命いたしました。
私はこれまでに、教員、指導主事、校長として伊江村にお世話になりました。
教員としての原点が伊江島であり、また教育者として育てていただいた伊江村であ

ります。玉城洋之前教育長の思いを引き継ぎ、伊江村の教育・文化の継承・発展に努
めて参ります。この豊かな教育環境の中で、「島建ちの教育」を力強く推進します。
村民の皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 教育長 比嘉 悟

伊江村役場職員として住民サービスの向上に努めた玉城
洋之さん、知念弘秀さん、島袋今利子さん、玉城鈴江さん、井
上聡さん、長嶺九三雄さん、久高将太さん、屋冨祖香穂さん、
の８名が３月３１日付で定年・勧奨・普通退職をしました。
役場の玄関前には、職員や家族らが出迎え、花道の中を歩

く退職者を拍手で見送りました。
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上聡さん、長嶺九三雄さん、久高将太さん、屋冨祖香穂さん、
の８名が３月３１日付で定年・勧奨・普通退職をしました。
役場の玄関前には、職員や家族らが出迎え、花道の中を歩

く退職者を拍手で見送りました。
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やましろ　ゆうすけ うさみ　　 いつき くらした　　ゆうと

山城　結佑 宇佐美　樹 藏下　祐人
なとみ　　ゆうすけ

名冨　裕介

新人さん紹介
＊ New Face ＊

がんばります！

大城　亮

一般行政職
おおしろ　 りょう

【出身地】伊江村
昭和６３年生まれ
【趣味・特技】
スポーツ観戦

農林水産課への配属となりま
した。何事も勉強・チャレンジし
精一杯頑張りますので、よろしく
お願いします。

下地　日向子

一般行政職
しもじ　　　　ひなこ

【出身地】那覇市
平成２年生まれ
【趣味・特技】
映画鑑賞・読書

西小学校の図書室に配属となり
ました。伊江村のことを勉強しなが
ら、子どもたちの読書活動をサ
ポートできるように頑張りますの
で、どうぞよろしくお願い致します。

一般行政職
くぼた　　  ゆきひで

【出身地】うるま市
平成１７年生まれ
【趣味・特技】
ネットサーフィン・筋トレ

総務課に配属となりました。
これから伊江村の住民として、
一日でも早く新しい生活に慣れ
て、伊江村の力になりたいと思っ
ています。これからよろしくお願
いします。

一般行政職
ひが　　　らら

【出身地】沖縄市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】読書・書道

出納室に配属となりました。　
伊江村の為に、貢献できるように
精進いたします。まだ、分からな
い事も多くありますが、一生懸命
頑張りますのでよろしくお願い
いたします。

一般行政職
たなはら　　ゆうめ

【出身地】名護市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】音楽鑑賞

住民課に配属となりました。ま
だ慣れない部分が多いですが、
一つ一つ丁寧に頑張ります。伊
江村に貢献できるように精一杯
頑張りますのでよろしくお願い
いたします。

保育士 保育士

【出身地】那覇市
平成１６年生まれ
【趣味・特技】読書

東保育所に配属にな
りました。伊江村の子ど
も達の笑顔を守れるよ
うに一生懸命頑張りま
すのでよろしくお願い
します。

西保育所に配属にな
りました。伊江島の子ど
もたちの成長のサポー
トをしていきます。よろ
しくお願いいたします。

フェリーの機関員と
して勤務しておりま
す。安全第一で頑張り
ます。

【出身地】豊見城市
平成１５年生まれ
【趣味・特技】釣り・ピアノ

海事職

【出身地】伊江村　川平区
平成６年生まれ
【趣味・特技】読書

久保田　幸秀

比嘉　彩良 棚原　優妃

仕事でもプライベー
トでも、村民の皆様と
良好な関係を築き、地
域と警察を繋ぐ橋渡し
役になれたらいいなと
思っております。
家族共々、よろしく
お願いします！！

駐　在

【出身地浦添市
平成４年生まれ
【趣味・特技】キャンプ

伊江村役場職員人事異動（令和 7年４月１日現在）
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令和７年４月３日、議会の同意を得て教育長を拝命いたしました。
私はこれまでに、教員、指導主事、校長として伊江村にお世話になりました。
教員としての原点が伊江島であり、また教育者として育てていただいた伊江村であ

ります。玉城洋之前教育長の思いを引き継ぎ、伊江村の教育・文化の継承・発展に努
めて参ります。この豊かな教育環境の中で、「島建ちの教育」を力強く推進します。
村民の皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 教育長 比嘉 悟

伊江村役場職員として住民サービスの向上に努めた玉城
洋之さん、知念弘秀さん、島袋今利子さん、玉城鈴江さん、井
上聡さん、長嶺九三雄さん、久高将太さん、屋冨祖香穂さん、
の８名が３月３１日付で定年・勧奨・普通退職をしました。
役場の玄関前には、職員や家族らが出迎え、花道の中を歩
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今年は戦後80年 伊江村の取組み 伊江村ちゅら島づくり応援寄附
～ふるさと納税～

　令和６年度のふるさと納税として984件( 寄附合計　￥23,669,000.- )
のご寄附をいただきました。
『伊江村ちゅら島づくり応援寄附』の取組みに対しまして、皆様のご理解と
ご支援に心より感謝いたします。

沖縄県では、1941年（昭和16年）12月8日に勃発した太平洋戦争の末期に激烈な地上戦が繰
り広げられました。伊江島戦は『沖縄戦の縮図』と言われるほどの激しい戦闘でした。1945年（昭和
20年）4月16日に米軍が上陸し、21日に占領され住民約1500人、守備軍将兵約2000人が戦死
し、島内のほとんどの建物は破壊されました。生き残った約2000人は米軍によって渡嘉敷島や座
間味島に強制移送され、翌年、本部半島に疎開していた人々と合流し、久志村（現名護市久志）に
移動。1947年に帰村が認められました。
村では、戦後80年事業として、恒久平和を願い、次のことに取り組みます。

 令和7年度より中間事業者が変わります。
新しい委託先は『結デザイン有限会社』（本社: 長崎県島原市）です。
委託先変更に伴い、ポータルサイトに掲載する返礼品の更新作業中で、
順次再開予定です。

伝統芸能並びに地域文化の継承及び育成に関する事業
特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業
自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業
村民の健康増進及び福祉の向上に関する事業
教育、青少年の健全育成、スポーツ活動の充実に関する事業
その他目的達成のために村長が必要と認める事業

     118件
     162件
     247件
      56件
     206件
     195件
     984件

2,954,000
3,501,000
5,296,000
1,390,000
5,079,000
5,449,000
23,669,000

令和６年度ちゅら島応援寄附使途別

計

年間件数 金　　額

ちゅら島づくり応援寄附金業務
伊江村担い手組織支援事業補助金
落花生出荷体制構築事業
伊江村農作物出荷箱購入支援事業
伊江島ゆり祭り
村民・観光客向けプレミアム商品券事業
移住定住促進事業
村民俗芸能保存会補助金 / 村文化協会補助金
方言調査60周年記念事業
小中学生ゴルフ伊江島大会
医療保健一般事務事業
高齢者福祉施設車両購入補助金
　　　　　　　　　　　　計

　3,000,000
　2,100,000
　2,000,000

　　　　 6,000,000
       1,000,000

5,000,000
       3,000,000
         800,000
         500,000
         800,000
        4,000,000
          800,000
       29,000,000

令和６年度事業別寄附金充当額 （単位：円）

★伊江村ふるさと納税ＮＥＷＳ★

【民俗芸能保存会補助金】 【農作物出荷箱購入支援事業】 【小中学生ゴルフ伊江島大会】

本格再開はGW明け
の予定でチュン☆彡

アーニー・パイル慰霊祭の連携協力1.

モノ・写真から見る伊江島の沖縄戦（写真展）2.

4月19日（土）　アーニー・パイル慰霊祭への参加

関連事業6.
6月13日　映画「木の上の軍隊」沖縄先行上映
　  23日　沖縄戦全戦没者追悼式
8月15日　終戦記念日
11月       映画村内上映会「逃げるは生きる」
　　　　 「フジ学徒隊」（村内上映「無料」）

4月21日（月）　芳魂之塔平和祈願祭
8月  6日（水）　LCT爆発事故慰霊祭

伊江村民収容跡地「感謝の訪問」4.
渡嘉敷村・座間味村（慶留間島）・名護市（旧久志
村）へ「感謝の訪問」
フェリーで伊江港⇒座間味村（慶留間島）⇒渡嘉
敷村を訪問。
※日程は、7月27（日）または8月10日（日）で調整中

終戦に導いた緑十字機の
説明板設置と平和大会への参加

5.
　降伏軍使を乗せた緑十字機は、伊江島補助
飛行場離着陸し、終戦に導いたとされ、その歴
史を伝えるべく説明板を村遺族会・伊江島緑十
字機を語る会と連携し設置。また、戦後平和に
関わった木更津市・伊江村・磐田市・浜松市・調
布市・厚木市の首長ら関係者が8月20日に磐田
市に集い、『（仮）緑十字機不時着　戦後80年平
和大会」に参加予定。

芳魂之塔平和祈願祭・LCT爆発事故慰霊祭3.

◆『第1期展示』 4月19日（土）～6月29日（日）
　【内　　容】地図・写真などから見た伊江島戦、
　　　　　　伊江島の戦争遺跡など
◆『第２期展示』 7月18日（金）～9月15日（月）予定
　【内　　容】伊江島戦後の住民移動、収容所生活など
　【展示場所】はにくすにホールロビー（入場無料）
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今年は戦後80年 伊江村の取組み 伊江村ちゅら島づくり応援寄附
～ふるさと納税～

　令和６年度のふるさと納税として984件( 寄附合計　￥23,669,000.- )
のご寄附をいただきました。
『伊江村ちゅら島づくり応援寄附』の取組みに対しまして、皆様のご理解と
ご支援に心より感謝いたします。

沖縄県では、1941年（昭和16年）12月8日に勃発した太平洋戦争の末期に激烈な地上戦が繰
り広げられました。伊江島戦は『沖縄戦の縮図』と言われるほどの激しい戦闘でした。1945年（昭和
20年）4月16日に米軍が上陸し、21日に占領され住民約1500人、守備軍将兵約2000人が戦死
し、島内のほとんどの建物は破壊されました。生き残った約2000人は米軍によって渡嘉敷島や座
間味島に強制移送され、翌年、本部半島に疎開していた人々と合流し、久志村（現名護市久志）に
移動。1947年に帰村が認められました。
村では、戦後80年事業として、恒久平和を願い、次のことに取り組みます。

 令和7年度より中間事業者が変わります。
新しい委託先は『結デザイン有限会社』（本社: 長崎県島原市）です。
委託先変更に伴い、ポータルサイトに掲載する返礼品の更新作業中で、
順次再開予定です。

伝統芸能並びに地域文化の継承及び育成に関する事業
特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業
自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業
村民の健康増進及び福祉の向上に関する事業
教育、青少年の健全育成、スポーツ活動の充実に関する事業
その他目的達成のために村長が必要と認める事業

     118件
     162件
     247件
      56件
     206件
     195件
     984件

2,954,000
3,501,000
5,296,000
1,390,000
5,079,000
5,449,000
23,669,000

令和６年度ちゅら島応援寄附使途別

計

年間件数 金　　額

ちゅら島づくり応援寄附金業務
伊江村担い手組織支援事業補助金
落花生出荷体制構築事業
伊江村農作物出荷箱購入支援事業
伊江島ゆり祭り
村民・観光客向けプレミアム商品券事業
移住定住促進事業
村民俗芸能保存会補助金 / 村文化協会補助金
方言調査60周年記念事業
小中学生ゴルフ伊江島大会
医療保健一般事務事業
高齢者福祉施設車両購入補助金
　　　　　　　　　　　　計

　3,000,000
　2,100,000
　2,000,000

　　　　 6,000,000
       1,000,000

5,000,000
       3,000,000
         800,000
         500,000
         800,000
        4,000,000
          800,000
       29,000,000

令和６年度事業別寄附金充当額 （単位：円）

★伊江村ふるさと納税ＮＥＷＳ★

【民俗芸能保存会補助金】 【農作物出荷箱購入支援事業】 【小中学生ゴルフ伊江島大会】

本格再開はGW明け
の予定でチュン☆彡

アーニー・パイル慰霊祭の連携協力1.

モノ・写真から見る伊江島の沖縄戦（写真展）2.

4月19日（土）　アーニー・パイル慰霊祭への参加

関連事業6.
6月13日　映画「木の上の軍隊」沖縄先行上映
　  23日　沖縄戦全戦没者追悼式
8月15日　終戦記念日
11月       映画村内上映会「逃げるは生きる」
　　　　 「フジ学徒隊」（村内上映「無料」）

4月21日（月）　芳魂之塔平和祈願祭
8月  6日（水）　LCT爆発事故慰霊祭

伊江村民収容跡地「感謝の訪問」4.
渡嘉敷村・座間味村（慶留間島）・名護市（旧久志
村）へ「感謝の訪問」
フェリーで伊江港⇒座間味村（慶留間島）⇒渡嘉
敷村を訪問。
※日程は、7月27（日）または8月10日（日）で調整中

終戦に導いた緑十字機の
説明板設置と平和大会への参加

5.
　降伏軍使を乗せた緑十字機は、伊江島補助
飛行場離着陸し、終戦に導いたとされ、その歴
史を伝えるべく説明板を村遺族会・伊江島緑十
字機を語る会と連携し設置。また、戦後平和に
関わった木更津市・伊江村・磐田市・浜松市・調
布市・厚木市の首長ら関係者が8月20日に磐田
市に集い、『（仮）緑十字機不時着　戦後80年平
和大会」に参加予定。

芳魂之塔平和祈願祭・LCT爆発事故慰霊祭3.

◆『第1期展示』 4月19日（土）～6月29日（日）
　【内　　容】地図・写真などから見た伊江島戦、
　　　　　　伊江島の戦争遺跡など
◆『第２期展示』 7月18日（金）～9月15日（月）予定
　【内　　容】伊江島戦後の住民移動、収容所生活など
　【展示場所】はにくすにホールロビー（入場無料）

1213 伊江島広報
イーハッチャー
伊江島広報
イーハッチャー

伊江島広報
イーハッチャー
伊江島広報
イーハッチャー



戸籍制度
マスコットキャラクター
「コセキツネ」

戸籍に記載されるフリガナの通知書

軽自動車税の納め忘れはありませんか？
軽自動車・原付バイク・農耕用トラクター等をお持ちのみなさまへ

手元に届いております納税通知書にてお早目に納付をお願いします。

《納付場所》伊江村役場・農協・漁協
　　　　　郵便局・コンビニエンスストア
《納付期限》令和7年４月30日（水）

お問合せ：伊江村役場 住民課 税務係 電話：49－2316

村税は、村民のみなさんが安心して
暮らしていくための貴重な財源です。
納め忘れの無いように納付しましょう。

●偽造・変造対策を強化
●オンライン申請が可能

●手数料の改定

新規申請・切替申請（残存有効期間が１年未満の更新）など
の申請がオンライン申請で可能になります。
オンライン申請ではマイナンバーカードとマイナポータル
が必要となります。
申請時にマイナポータルで戸籍連携に同意すると、戸籍の提出を省略することができます。

素材は
プラスチックに

すべてレーザーで
印字・印画

傾けると顔写真と
誕生日が切り替わる

写真は3か所

申請から受け取りまでに3週間程度かかります。お早めの申請をよろしくお願いします。

種　類

10年パスポート

5年パスポート

12歳未満

紙申請

オンライン申請

紙申請

オンライン申請

紙申請

オンライン申請

16,300円

15,900円

11,300円

10,900円

6,300円

5,900円

2025年3月24日から

新パスポート開始 2025年3月24日からパスポートが変わります

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます

役場住民課　☎0980-49-2002お問い合わせ先

●戸籍に氏名の振り仮名が記載されるまでの流れ

マイナポータルで
オンライン届出も可能 制度の詳細はこちら 法務省民事局

(1)「戸籍に記載される予定の振り仮名の通知書」（圧着ハガキ）が、本籍地の
市町村長から、原則として戸籍の筆頭者宛に郵送されます。

(2)氏や名の振り仮名の届出
　 ※(1)通知書の振り仮名が正しい場合は届出不要。
　 (1)の振り仮名と使用している読み方が異なる場合、届出が必要…届出期
間は1年間（令和7年5月26日から令和8年5月25日まで）。

(3)市区町村長による氏や名の振り仮名の記録・・・(2)の届出が無かった場
合、通知した振り仮名が戸籍に記録されます。既に届出した振り仮名を変
更したい場合は、家庭裁判所の許可が必要になります。

氏名のフリガナの届出は令和7年5月26日からできるようになります。

戸籍 フリガナ

令和7年度より

※昨今の物価高騰により、現状の給食費では献立の多様性や栄養価を向上維持
することが困難な状況で、バランスの摂れた学校給食を提供するために、令和
7年4月より学校給食費の改定を実施しております。  

沖縄県では、子育て世帯の経済的負担の軽減を図る
ため、令和7年4月から中学生の給食費の2分の1相当
額の支援が行われます。
伊江村では特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、
村立の幼稚園、小学校、中学校の園児・児童・生徒の給食費
を無償化します。

開　始

対　象

手　続

区 　 分

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

教 　 員

給 食 費

令和7年4月から

5,800円※ 

6,000円※ 

6,400円※ 

6,400円※ 

月 額

月 額

月 額

月 額

本無償化について、手続きは特にありません。

本村の幼稚園、小学校、中学校に在籍し、村内に住所を有する
園児・児童・生徒。（区域外通学は保護者負担になります。）

教職員等の給食費は、月額6,000円
を徴収します。（400円減免）

伊江村学校給食共同調理場（伊江村給食センター) 電話0908-49-2201お問合せ

無料
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戸籍制度
マスコットキャラクター
「コセキツネ」

戸籍に記載されるフリガナの通知書

軽自動車税の納め忘れはありませんか？
軽自動車・原付バイク・農耕用トラクター等をお持ちのみなさまへ

手元に届いております納税通知書にてお早目に納付をお願いします。

《納付場所》伊江村役場・農協・漁協
　　　　　郵便局・コンビニエンスストア
《納付期限》令和7年４月30日（水）

お問合せ：伊江村役場 住民課 税務係 電話：49－2316

村税は、村民のみなさんが安心して
暮らしていくための貴重な財源です。
納め忘れの無いように納付しましょう。

●偽造・変造対策を強化
●オンライン申請が可能

●手数料の改定

新規申請・切替申請（残存有効期間が１年未満の更新）など
の申請がオンライン申請で可能になります。
オンライン申請ではマイナンバーカードとマイナポータル
が必要となります。
申請時にマイナポータルで戸籍連携に同意すると、戸籍の提出を省略することができます。

素材は
プラスチックに

すべてレーザーで
印字・印画

傾けると顔写真と
誕生日が切り替わる

写真は3か所

申請から受け取りまでに3週間程度かかります。お早めの申請をよろしくお願いします。

種　類

10年パスポート

5年パスポート

12歳未満

紙申請

オンライン申請

紙申請

オンライン申請

紙申請

オンライン申請

16,300円

15,900円

11,300円

10,900円

6,300円

5,900円

2025年3月24日から

新パスポート開始 2025年3月24日からパスポートが変わります

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます

役場住民課　☎0980-49-2002お問い合わせ先

●戸籍に氏名の振り仮名が記載されるまでの流れ

マイナポータルで
オンライン届出も可能 制度の詳細はこちら 法務省民事局

(1)「戸籍に記載される予定の振り仮名の通知書」（圧着ハガキ）が、本籍地の
市町村長から、原則として戸籍の筆頭者宛に郵送されます。

(2)氏や名の振り仮名の届出
　 ※(1)通知書の振り仮名が正しい場合は届出不要。
　 (1)の振り仮名と使用している読み方が異なる場合、届出が必要…届出期
間は1年間（令和7年5月26日から令和8年5月25日まで）。

(3)市区町村長による氏や名の振り仮名の記録・・・(2)の届出が無かった場
合、通知した振り仮名が戸籍に記録されます。既に届出した振り仮名を変
更したい場合は、家庭裁判所の許可が必要になります。

氏名のフリガナの届出は令和7年5月26日からできるようになります。

戸籍 フリガナ

令和7年度より

※昨今の物価高騰により、現状の給食費では献立の多様性や栄養価を向上維持
することが困難な状況で、バランスの摂れた学校給食を提供するために、令和
7年4月より学校給食費の改定を実施しております。  

沖縄県では、子育て世帯の経済的負担の軽減を図る
ため、令和7年4月から中学生の給食費の2分の1相当
額の支援が行われます。
伊江村では特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、
村立の幼稚園、小学校、中学校の園児・児童・生徒の給食費
を無償化します。

開　始

対　象

手　続

区 　 分

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

教 　 員

給 食 費

令和7年4月から

5,800円※ 

6,000円※ 

6,400円※ 

6,400円※ 

月 額

月 額

月 額

月 額

本無償化について、手続きは特にありません。

本村の幼稚園、小学校、中学校に在籍し、村内に住所を有する
園児・児童・生徒。（区域外通学は保護者負担になります。）

教職員等の給食費は、月額6,000円
を徴収します。（400円減免）

伊江村学校給食共同調理場（伊江村給食センター) 電話0908-49-2201お問合せ

無料
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ゆり祭り・GW期間令和７年度

伊江港発 本部港発
8：00
10：00
13：00
16：00

9：00
11：00
15：00
17：00

５月６日(火)祝祭日(通常運行)

1
2
3
4

４月２６日(土)・２７日(日)・２９日(火)
５月３日(土)・４日(日)・５日(月)【８航海】

1
2
3
4
5
6
7
8

便 便伊江港発 本部港発
8：00
9：00
10：00
11：00
13：00
14：00
15：00
16：00

9：00
10：00
11：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00

IE運航時刻表

らっきょうの盗難について
東江前在の畑において、らっきょうの盗難
があります。
例年、たまねぎなどの作物も
同様に盗難がありますので、各
農家の方々で情報を共有し、被
害防止にご協力ください。

水道のあけっぱなしについて2
　東江上在の住宅敷地内に設置されている水道
が出しっぱなしにされるという事案がありますの
で各家庭に置きましても、同様な事
がこらないように住宅の庭等に設置
されている蛇口ハンドルは取り外し
ておくなどの対策をお願いします。

伊江・川平駐在からのお願い

1

不法投棄やゴミのポイ捨ては法律違反です！

ミースィ公園のステージ横や遊歩道で、火遊びを
したと思われる形跡やバスケットコート内にボール
が散乱し、周辺にごみのポイ捨てや服や靴、キック
ボードなど用具の忘れ物が目立つようになってい
ます。ミースィ公園は村内の子どもたちや家族連れ
が多く利用し、本島からも多くの団体や、修学旅行
生が訪れます。
村民みんなで、今一度、公園でのマナーについて
考え、みんなできれいに使うよう心がけましょう。

犬の放し飼いや、散歩中に
リードをつながない行為は、
周辺の人々に恐怖心を与える
大変危険で迷惑な行為です。
フン害や咬傷事故、交通事故
の危険性もあります。

飼い犬や飼い猫によるフン
は、飼い主さんの責任におい
て処理を行うものです。動物
の散歩の時は、ビニール袋等
を所持し、フンは飼い主が責
任をもって処理しましょう！

飼い主のモラルとマナー
放し飼い 散歩中のフン

ゆり祭り期間の運航
表について（お詫び）
3月号に掲載いたしま
した、ゆり祭り開催期
間の時刻表に誤りが
あったため、今月号に
て修正いたしました
ので時間のお間違え
のないようお願いい
たします。

※上記、日程以外は通常の４航海とな
ります。
※５月６日(火)は祝祭日ですが通常運
行(４航海)となります。お間違えの無
いようにお願い致します。

放し飼いは、
絶対に

やめましょう！

ミースィ公園にゴミが散乱…～ みんなの公園 きれいに使いましょう ～
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ゆり祭り・GW期間令和７年度
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3
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6
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月 火 水 木 金 土Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

ご入学おめでとうございます！

3 学 校 入 学 式
西小学校

伊江小学校 伊江中学校
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3月の雨量
伊江村 【設置場所】ハイビスカス園：113.5mm／伊江島空港：113.5mm／西崎公民館：117.0mm

【備　　考】最高雨量3月14日 37mm（場所：西崎公民館）
【設置場所】ハイビスカス園：195.0mm／伊江島空港：189.5mm／西崎公民館：146.5m
【備　　考】最高雨量3月31日 64.0mm（場所：伊江島空港）昨年実績

日 Sunday

 1 旧4/4
先勝 2 旧4/5

友引 3 旧4/6
先負

4 旧4/7
仏滅 5 旧4/8

大安 6 旧4/9
赤口 7 旧4/10

先勝 8 旧4/11
友引 9 旧4/12

先負 10 旧4/13
仏滅

11 旧4/14
大安 12 旧4/15

赤口 13 旧4/16
先勝 14 旧4/17

友引 15 旧4/18
先負 16 旧4/19

仏滅 17 旧4/20
大安

18 旧4/21
赤口 19 旧4/22

先勝 20 旧4/23
友引 21 旧4/24

先負 22 旧4/25
仏滅 23 旧4/26

大安 24 旧4/27
赤口

25 旧4/28
先勝 26 旧4/29

友引 27 旧5/1
大安 28 旧5/2

赤口 29 旧5/3
先勝 30 旧5/4

友引 31 旧5/5
先負

・固定資産税発布

・こころの健康相談
・西崎ミニデイ

・東江上ミニデイ

・東江前ミニデイ ・家庭教育講演会
  (学推・村P蓮)
・阿良ミニデイ

・川平ミニデイ

・乳幼児健診① ・農業委員会総会 ・心配ごと相談 ・ごみゼロ
 クリーン作戦

・海神祭(旧5/4) ・地区中体連１日目

・西江上ミニデイ ・伊江村子牛共進会
・真謝ミニデイ

・第30回チャリティー
 なつメロ夕べ

・親子ふれあい
・西江前ミニデイ

・第３２回
  やんばる駅伝
  競走伊江島大会

憲法記念日

みどりの日 こどもの日 振替休日

2025 5［令和7年］ 月 いえじま むらのカレンダー 各種イベント・相談等は中止または延期に
なる場合がありますので、ご了承ください。
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令和7年度 施政方針（前半）  P2～6今月のTOPICS

村の世帯数と人口 男性：2,168(-35)人  女性：2,014(-33)人  世帯数：2,224(-35)人  総人口：4,182(-68)人（令和7年4月1日現在）

・伊江島蒸留所がリニューアル！/ 令和 6 年度 歯の健康優良賞
・伊江村葉タバコ振興会女性部が奉仕作業 / 臨任される先生方を見送り
  久高医師２年間の診療所勤務、お疲れさまでした
・新任教職員研修会の開催 /第 6５回 職域野球大会
  第 32 回やんばる駅伝競走大会が伊江島で開催されます！！
・教育長就任の挨拶 / 新人さん紹介
・令和 7 年度 伊江村役場職員人事異動 / 役場退職者見送式
・伊江村ちゅら島づくり応援寄附
・今年は戦後 80 年 伊江村の取組み

P7
P8

P9

P10
P11
P12
P13

・・・・・・・・・・・
・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・新パスポート開始 / 戸籍に氏名の振り仮名が記載されます
・令和 7 年度より　学校給食費無償化！
  軽自動車税の納め忘れはありませんか？
・ゆり祭り・GW期間 運航時刻表
  不法投棄やゴミのポイ捨ては法律違反です！
  飼い主のモラルとマナー / 伊江・川平駐在からのお願い
・第28回ゆり祭り
・タッちゅん１０歳の誕生日 /御寄附御礼/5月行事予定

P14
P15

P16

P17
P18

・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

希望に満ちた
新しいスタートちゅん！

伊江村のイメージキャラクターとして２０１５年
４月１日に生まれて、１０歳になったチュン。
村長と副村長にお祝いしてもらいました。
これからも、伊江島の為に頑張るチュン！！

10歳になったチュン！！ 

これからもよろしくね！
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